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1 Mp-4 カーボンブラックおよびα一酸化鉄汚れによる繊維の

　　　　　汚染速度に及ぼすH P Cの効果
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【目的】市販合成洗剤中に含まれている再汚染防止剤は，洗浄効率を本質的に向上させる

という意味において重要である。しかし，その汚染防止作用機構については不明な点も多

く，特に洗浄において重要な速度論的な検討は少ない。再汚染性は，界面活性剤やビルダ

ーの種類，繊維基質および汚れの種類などによって大きく影響を受ける。そこで本研究で

は，水溶性高分子としてヒドロキシプロピルセルa ―ス（ＨＰＣ）を用い, 2種類の固体微

粒子汚れによる繊維の汚染速度に及ぼすH P Cの効果を種々の条件で検討した。

【方法】界面活性剤としてｎ－ドデシルベンゼンスルホン酸ナトリウム（ＤＢＳ）を，水溶

性高分子として３種類のH P Cと，比較のために１種類のカルポキシメチルセルD ―ス

（ＣＭＣ）を用いた。固体微粒子汚れとしてカーボンブラヅク（a本油化学協会法人工汚染

布用）およびα一酸化鉄（和光純薬工業琵製）を，繊維（布）として木綿およびポリエステル

布を用いた。汚染率（St）は，所定の汚染浴に白布と鋼球を入れ，洗浄試験機（SJK Laundry

Tester B型）により所定の温度と時間処理した後，汚染布の表面反射率を測定し算出した。

【結果】カーボンブラック汚れでは，少量のH P Cの添加によりstは小となったが, a一

酸化鉄汚れでは，少量のH P Cの添加によりStは一旦増大した。H P Cの高い濃度では，

いずれの汚れにおいてもstはほぽ一定となった。H P Cの分子量の効果については，カー

ボンブラック汚れでは効果か認められたか. a一酸化鉄汚れでは認められなかった。

H P Cの有無に関係なく，温度とともにStは大となった。H P Cはポリエステル布とカー

ボンブラック汚れの組み合わせにおいて優れた汚染防止効果を示した。

Ｉ Mp－ ５ アニオン界面活性剤二成分混合系の可溶化作用に及ぼすPEGの効果
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【目的】市販洗剤中には，数種類の界面活性剤と洗浄助剤が配合されており，各々の特性

を生かしながら互いに欠点を補い合っている。本研究では，水溶性高分子としてポリエチ

レングリコール(PEG)を用い，高級アルコール系アニオン界面活性剤二成分混合系の

可溶化作用に及ぼすPEGの効果を.PEGの添加量および分子量，界面活性剤の混合モ

ル比，可溶化温度, 被可溶化物質の化学構造などとの関連において検討した。

【方法】高級アルコール系アニオン界面活性剤として. 硫酸ドデシルナトリウム(SDS）お

よび硫酸テトラデシルナトリウム（STS)を，水溶性高分子として分子量の異なる９種類の

PEGを，被可溶化物質として油溶性染料Oil Yellow AB. Oil Yellow OBおよびOil Orange

ssの３種類を用いた。調製した水溶液を恒温振とう機により可溶化平衡に到達させた後，

不溶解の染料を濾別した。濾液を一定割合に希釈し，その吸光度から可溶化量を算出した。

また. 吸収スペクトルを島津自記分光光度計UV-3100PC型で. SDS STS PEG共存系における

粘度をオズワルド型粘度計で測定した。

　【結果】PEGを添加すると可溶化量S (me 1）は著しく増大した。PEGの分子量が大となるに

つれてＳは増大したが，ある分子量以上では低下する傾向が認められた。STSの混合モル

比および可溶化温度が大となると. sは増大した。また. sは常にOil Yellow AB＞Oil

Yel lo* 0B＞Oil Orange ssの順となった。粘度測定の結果からPEGと界面活性剤のcomplex

が形成されることか示唆された。吸収スペクトルの結果より，可溶化は主として　coBipl ex

の親水基領域で生ずるものと推察された。
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